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平成 20 年 11 月 20 日 

各  位 

 

会社名 ：株式会社 fonfun 

代表者名：代表取締役社長    三浦 浩之 

（コード：2323） 

問合せ先：執行役員経営管理部長 小松 昌弘 

（ＴＥＬ：03‐5350‐7800） 

 

株式会社 fonfun と株式会社アクセルの合併契約締結のお知らせ 
 

株式会社 fonfun（以下、「fonfun」という。）は、平成 20 年 10 月 14 日に平成 21 年 3 月 1日

を合併期日として株式会社アクセル（以下、「ACCEL 」という。）と合併することを決議し、

基本合意書を締結いたしましたが、本日開催の取締役会において、合併契約書を締結いたしまし

たのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 合併の目的 

モバイルインターネットの業界は、国内における携帯電話契約者数が飽和状態に近づいてい

ることから、モバイルコンテンツ市場に関してはこれまでの成長が鈍化している傾向にある一

方、携帯電話の新たな利用シーンが広がりを見せてきております。中でもモバイルソリューシ

ョンやモバイルメディアなどの市場は急成長の過程にあり、今後期待されるビジネス領域とな

ってきております。 

fonfun は、モバイルインターネットの黎明期よりモバイルコンテンツおよびモバイルソリュ

ーションを中心とした事業を行っておりますが、業界において内部に開発体制を有しながら企

画から運営まで一貫して提供できる体制を有している企業は数少なく、fonfun の強みとなって

おります。また、自社開発・運営による携帯電話向けのメール送受信サービスである「リモー

トメール」が主力のサービスとなっていることもあり、単なるコンテンツのパブリッシャーで

はない、独自のポジションを築いております。 

ACCEL は、乗換案内サービス「駅すぱあと」をはじめとしたモバイルサービスに加え、韓

国の著名タレントである「ペ・ヨンジュン」や「ピ(Rain)」などの公式コンテンツなど様々な

携帯コンテンツの開発・運営実績を有しながら、一方で企業向けのシステム開発においても豊

富な実績を有しております。 

ニッポン・ニュー・マーケット ― 「ヘラクレス」 



 - 2 -

両社は、業界内では珍しく B to C と B to B 双方の事業を営んでいることもあり、経営課題

や事業戦略に関して共通項が多い一方、それぞれの強みには特徴があります。今回の ACCEL

との合併により、fonfun の独自性はより一層明確になるとともに相互補完できると判断してお

ります。 

 

両社の統合による効果として以下のようなシナジー効果を見込んでおります。 

 

(1) 事業シナジー 

fonfun の主力サービスである「リモートメール」（有料会員数 30 万人）と ACCEL の主

力サービスである「駅すぱあと」（有料会員数 60 万人）は、共に利便性を提供するツール

系のサービスであります。モバイルインターネット業界におけるコンテンツプロバイダー

は、主としてエンターテインメントを中心としたコンテンツを有している企業が多く、合

併に伴う新生 fonfun が有するモバイル向け情報・ツール系サービスについては、他社との

差別化をより明確にし、その分野でのリーディングカンパニーとなります。 

また、システムインテグレーションに代表される開発系ビジネスやモバイルソリューシ

ョンの事業においては、強みとする技術ノウハウが細部において異なることから、これま

で両社が獲得した顧客基盤を共有することで幅広い顧客層にアプローチ可能となり、事業

拡大が期待できます。 

(2) 開発体制の強化 

fonfun は東京、福島、中国（合肥市）に開発基盤を擁していますが、ACCEL は東京、

熊本に開発リソースを保有しており、グループとして業界有数のモバイル・PC 向け開発体

制が整うことになります。合併に伴い、同種の技術ノウハウは効率化を図り、お互いの強

みとなる技術ノウハウについては、より一層拡大していくことで、他社の追従を許さない

幅広い分野への開発体制の構築が可能となります。 

(3) 海外ビジネス機会の拡大 

fonfun は中国に、ACCEL は韓国に、それぞれ現地子会社を保有しており、特にアジア

を中心とした海外ビジネス領域と可能性が広がります。 

(4) 管理部門の効率化 

管理部門の人材の共有、システムの共有化などにより、グループ管理コストの削減が見

込まれます。 

 

業務シナジーを明確に打ち出し効果を最大化し、経営資源の共用や効率化により利益率の向

上を実現するために、合併による経営統合が適切と判断いたしました。 

fonfun は、今回の合併により、自社の強みと他社との差別化をより明確にしつつ、業界内で

の確固たるポジショニングを確保するとともに、経営資源の集中と選択を行いながら戦略を一

層加速してまいります。 
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 合併後も、「時代と顧客のニーズにマッチした革新的なサービスを提供する」を経営ビジョン

とし、新たな事業を創造していく企業グループとして、たゆまぬ努力を続けてまいります。 

 

2. 合併の要旨 

(1) 合併の日程 

合 併 契 約 承 認 取 締 役 会 平成 20 年 11 月 20 日（木） 

合 併 契 約 締 結 平成 20 年 11 月 20 日（木） 

合 併 承 認 臨 時 株 主 総 会 平成 20 年 12 月 26 日（金）（予定） 

合併期日（効力発生日） 平成 21 年３月１日（日）（予定） 

合 併 登 記 平成 21 年３月初旬（予定） 

 

(2) 合併方式(予定) 

fonfun を存続会社とする吸収合併方式とし、ACCEL は解散とします。 

 

  (3) 合併比率 

会社名 fonfun ACCEL 

合併比率 1 1.87 

     ①株式の割当比率 

ACCEL の株式 1 株に対して、fonfun の株式 1.87 株を割当て交付します。 

 

②合併比率の算定根拠 

        合併比率の算定にあたっては、公正性・妥当性を確保するため、fonfun は株式

会社プルータス・コンサルティング（以下、「プルータス」という）を、ACCEL

は税理士法人ザット（以下、「ザット」という）を第三者算定機関として選定し、

それぞれに対して fonfun および ACCEL の合併比率案の算定を依頼しました。 

 

プルータスは、両社の合併についての諸条件を分析した上で、fonfun について

は市場株価方式、DCF 方式（ディスカウンテッド・キャッシュフロー方式）を、

ACCEL については DCF 方式を用いた上で、合併比率の算定を行いました。 

各方式に基づく算定結果は以下のとおりです。下記の合併比率の算定レンジは、

ACCEL の普通株式１株について割当てる、fonfun の普通株式数の算定レンジを

記載したものです。 

 算定方式 合併比率の算定レンジ 

① 市場株価方式：DCF 方式 1 : 1.69～1.97 

② DCF 方式：DCF 方式 1 : 0.91～1.94 

     注 プルータスは、合併比率の算定に際して、両社から提供を受けた情報および一般に公開された情報等を原則とし
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てそのまま採用し、採用したそれらの資料および情報等が、全て正確かつ完全なものであることを前提としており、

独自にそれらの正確性および完全性の検証を行っておりません。また、両社とその関係会社の資産又は負債（偶

発債務を含みます。）について、個別の各資産および各負債の分析および評価を含め、独自に評価、鑑定又は査

定を行っておらず、第三者機関への鑑定又は査定の依頼も行っておりません。加えて、両社の財務予測に関する

情報については両社の経営陣により現時点で可能な最善の予測と判断に基づき合理的に作成されたことを前提と

しております。プルータスの合併比率の算定は、原則として平成20年10月10日までの情報と経済条件を反映した

ものであります。 

なお、市場株価方式による算定においては、両社の合併に関する基本合意の発

表の前営業日である平成 20 年 10 月 10 日の終値、発表の前営業日である平成 20

年 10 月 10 日までの直近 3 ヶ月間および 1 ヶ月間における平均株価を算定数値と

して採用しています。また、ACCEL は非上場であり市場株価が存在しないため、

DCF 方式による算定結果を引用して合併比率のレンジを算定しています。 

 

ザットは、fonfun については売買事例方式、DCF 方式、収益還元方式を、ACCEL

については DCF 方式および収益還元方式を用いて合併比率の算定を行いました。 

売買事例方式による算定においては、fonfunの中間決算期である平成20年9月

30日より半年遡った期間の平均株価を採用しております。 

ザットは、各算定方式の結果に基づき、ACCELの普通株式１株について割当

てるfonfunの普通株式数を以下のように算定しました。 

 算定方式 合併比率の算定レンジ 

① 売買事例方式：DCF方式 1 : 1.79～ 2.19 

② DCF方式：DCF方式 1 : 1.55～ 1.89 

③ 収益還元方式：収益還元方式 1 : 0.69～ 0.84 

注 ザットは、合併比率の算定に際して、両社から提供を受けた情報および一般に公開された情報等を原則とし

てそのまま採用し、採用したそれらの資料および情報等が、全て正確かつ完全なものであることを前提として

おり、独自にそれらの正確性および完全性の検証を行っておりません。また、両社とその関係会社の資産又は

負債（偶発債務を含みます。）について、個別の各資産および各負債の分析および評価を含め、独自に評価、

鑑定又は査定を行っておらず、第三者機関への鑑定又は査定の依頼も行っておりません。加えて、両社の財

務予測に関する情報については両社の経営陣により現時点で可能な最善の予測と判断に基づき合理的に作

成されたことを前提としております。ザットの合併比率の算定は、平成20年9月30日現在までの情報と経済条

件を反映したものであります。 

 

 

これらの分析結果を参考に、両社の財務の状況、資産の状況、将来の見通し等

を総合的に勘案し、両社で慎重に協議を重ね、最終的に上記合併比率を決定いた

しました。 
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また、fonfunおよびACCELは、それぞれの算定機関から合併比率自体の公正

性に関する評価は取得しておりません。 

 

なお、第三者算定機関であるプルータスおよびザットは fonfun および

ACCEL の関連当事者には該当いたしません。 

 

 

 (4) ACCEL の新株予約権に関する取扱い 

本合併効力発生日において、ACCEL が発行した新株予約権は消滅致しますが、fonfun

は、当該新株予約権者に対して、ACCEL が発行した新株予約権に代わる fonfun の新株

予約権を割当交付する予定です。 

 

3. 合併当事会社の概要 

  （平成 20 年 3 月 31 日現在） （平成 20 年 2 月 29 日現在）

（１） 商 号 株式会社 fonfun 株式会社アクセル 

（２） 事 業 内 容 

インターネットサービス事業 

リアル営業販売事業 

コミュニケーション・サービス事業

モバイルサービス事業 

ビジネスソリューション事業 

（３） 設 立 年 月 日 平成９年３月３日 平成１年１月 25 日 

（４） 本 店 所 在 地 東京都渋谷区初台 1 丁目 46 番 3 号 東京都昭島市田中町 568 番地 1 

（５） 
代表者の役職 

・ 氏 名 

代表取締役社長 

三浦 浩之 

代表取締役社長 

横田 尚正 

（６） 資 本 金 2,191 百万円 742 百万円 

（７） 発行済株式数 21,467.20 株 11,470 株 

（８） 純 資 産 2,189 百万円（連結） 990 百万円（連結） 

（９） 総 資 産 2,860 百万円（連結） 2,810 百万円（連結） 

（10） 決 算 期 3 月 31 日 2 月末日 

（11） 従 業 員 数 209 名（連結） 45 名（連結） 

（12） 主 要 取 引 先 

(株)ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾄﾞｺﾓ 

KDDI(株) 

ソフトバンクモバイル(株) 

(株)ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾄﾞｺﾓ 

KDDI(株) 

㈱構造計画研究所 

（13） 
大株主および 

持 株 比 率 

株式会社 ASK        25.48% 

ソシエテ ジェネラル バンク アン

ド トラスト シンガポール カスト 

アセット メイン アカウント スク

リプレス          4.28% 

横田尚正         43.54% 

SBI ブロードバンドファンド１号投

資事業有限責任組合    5.41% 

信金キャピタル一号投資事業有限責

任組合          4.80% 
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株式会社オープンループ   3.96% 

クレディット スイス チューリッヒ

3.01% 

佐藤宣幸          2.64% 

 

(平成 20 年 9 月 30 日現在)

㈱光通信         4.62% 

ｴﾇ･ﾌﾞｲ･ｼｰ･ｼｰ四号投資事業有限責任

組合           4.36% 

 

 

(平成 20 年 8 月 31 日現在)

（14） 主要取引銀行 

(株)三菱東京ＵＦＪ銀行 

(株)みずほ銀行 

(株)三井住友銀行 

(株)商工組合中央金庫 

(株)三菱東京ＵＦＪ銀行 

(株)みずほ銀行 

(株)りそな銀行 

 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 （15） 
当事会社間の 

関 係 等 
関連当事者へ 

の該当状況 
該当事項はありません。 

 

（16）最近３年間の業績 

(単位:千円) 

 fonfun 

（存続会社）（連結） 

ACCEL 

（消滅会社）（連結） 

決 算 期 
平成 18 年 

3 月期 

平成 19 年 

3 月期 

平成 20 年 

3 月期 

平成 18 年

2 月期 

平成 19 年 

2 月期 

平成 20 年 

2 月期 

売 上 高 1,535,394 2,719,606 2,917,075 1,495,333 2,098,736 2,442,586

営 業 利 益 191,364 170,545 △145,654 196,789 229,977 207,536

経 常 利 益 189,332 161,991 △157,767 194,761 219,811 171,779

当 期 純 利 益 108,395 152,076 △536,367 160,375 103,070 55,864

１株当たり当期純利益（円） 5,629.66 7,176.47 △25,368.81 16,485.80 8,986.06 4,870.49

１株当たり配当金（円） － － － － － －

１株当たり純資産（円） 123,235.08 130,457.24 103,502.80 72,840.20 81,592.86 86,328.78
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 （注）ACCEL の平成 18 年 2 月期は連結対象がないため単体にて記載しております。 

 

4. 合併後の状況等 

（1）商号：株式会社 fonfun 

（2）主な事業内容：インターネットサービス事業、リアル営業販売事業 

（3）本店所在地：東京都渋谷区初台 1丁目 46 番 3 号 

（4）役員の役職：氏名：代表取締役社長 三浦浩之  （fonfun 代表取締役社長) 
取締役     横田尚正  （ACCEL 代表取締役社長） 
取締役     佐藤充  （fonfun 常務執行役員）            
取締役        荻野岳雄 （fonfun 取締役） 
取締役     一瀬英隆 （fonfun 取締役） 
監査役     楯雅広  （fonfun 常勤監査役） 
監査役     土屋継  （fonfun 監査役） 
監査役     土橋裕太 （fonfun 監査役） 

 

（5）資本金：現時点では確定しておりません。確定次第お知らせいたします。 

（6）総資産：現時点では確定しておりません。確定次第お知らせいたします。 

(7) 純資産：現時点では確定しておりません。確定次第お知らせいたします。 

（8）事業年度の末日：3月 31 日 

（9）会計処理の概要 

会計処理の概要は、決定次第お知らせいたします。 

（10）業績に与える影響 

本合併が業績に与える影響については、確定次第速やかに別途開示する予定です。 

 

 

 

以上 


